
【大学】2019年度 学習・学生生活アンケート集計（4年生） 

1 教学運営室 

■対象 2019 年度大学 4年生 
■実施時期 2019/12/1~2020/2/10 
■実施方法 el-Campus（WEB実施）と各学年の必修科目において実施（アンケート用紙を配布して実施） 
■回答者 基本情報

※昨年度（2018年度）全体回答率 52.0％

■アンケート結果まとめ（学部集計）
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26-1 学部全体（総合文化/メディア・芸術/現代社会/健康栄養）

26-2 学部別
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【総括】 

本年度のアンケート回答率は、ほぼ昨年度（52.0%）並みの回答率となった。 
 満足度を聞いた設問では、どの設問においても「大変満足」「満足」の割合が多く（7割~8 割）であり、全体としては良い傾向である。ただし、「不満」「全く不

満」の回答も少数ながら（1割弱）存在し、「どちらともいえない」との回答も 1割~3割程度みられる。（設問、学部間で差はある）
 ゼミ（3 年）や卒研/卒制（4年）で成長を感じている割合は、メディア・芸術学部の学生が特に高い傾向にある（9割強）。
 留学支援やクラブ活動の支援に関する回答は、「わからない」との回答も多くみられ、留学やクラブ活動へ興味を持っていない学生もいると思われる。

図書館の設備・蔵書、学生交流スペースへの充実度は、健康栄養学部（大阪）が他の学部（夙川）より低く、対応が求められる。 
本学へ入学して良かったと感じている学生は、8 割強と高い。特にメディア・芸術学部と総合文化学部の 2 学部は約 9 割と高い。 
本を読む頻度は、昨年度と同様の結果であった。ある程度の頻度で本を読む学生は全体の 1 割強（設問 19） 
新聞を読む頻度は、昨年度と同様の結果であった。（設問 19） 

注）2019年度初めて健康栄養学部の「４年生」が対象者になる。（健康栄養学部：2016年度開設） 
注）昨年度アンケートとの変更点：設問内容の若干変更、設問数減 


